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概  要 

 

本研究では、種々の木質細胞に対して樹脂含浸による複合化と産総研技術シ

ーズ“木質流動成形”による機能化・賦形技術の開発を行う。複合材料の成形

と同時に寸法安定性や強度、難燃性能を付与することが目的である。この研究

成果により、木質系素材の材料・部材としての適用箇所が格段に拡大するうえ、

高機能な木質製品を、生産性の高い塑性加工の手段で得ることができる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

除去加工により得られる木製品や微粉砕した木粉とポリプロピレンなどを

混練・製造される混練型 WPC が従来技術・競合製品である。これらは、木質

素材自体の物理・機械的性質は変化しないため、性能は既存の木製品の範疇に

ある。 

本技術の 

有用性 

本技術では、塊状の木質素材に含浸処理によって熱可塑性、熱硬化樹脂など

を木質細胞へ浸透させることによって、木質素材自体の性質を向上させたうえ

で、プレス成形によって所要形状を迅速に得るものである。調製条件によって、

汎用プラスチックやエンプラ相当の強度特性を得ることも可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 汎用プラスチックが使用されている用途だが審美性・強度を付与したい製品 
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